












































































































































































































































































































































11 ）黄明水． 韓国の経営理念―その史的変遷―．経営史学 25（２）．1990．p. 36.
12 ）韓永愚／吉田光男訳．韓国社会の歴史．明石書店，2003．p. 542.



















































1936年 25才  馬山に協同精米所創業（３月）、日出自動車会社を引き受け、トラック運輸業開始（８月） 
朝鮮殖産銀行馬山支店より融資を受け、金海平野の田40万坪を買い入れ、土地事業を始
める（９月）［*a-3］
1937年 26才  釜山や大邱の土地を買い入れ200万坪の大地主になる、日中戦争が勃発、全事業清算 
新しい事業を構想するため朝鮮内の大都市、北京、上海など２ヶ月間旅行
1938年 27才  三星商会（今日のサムスンの母体）設立（大邱）、青果類と乾魚物などを満州と北京など
− 14 −
に輸出、李舜根を支配人に迎えて任せる［*c-2］、三星商会の業績が順調に伸長



















1960年 49才  肥料工場を目的とした借款交渉のためヨーロッパに出張（２月）、政変により肥料工場建
設頓挫、不正蓄財の容疑（７月）





















1981年 70才 三星グループEAC（Euro-Asia Center）正会員加入（12月）




1983年 72才  三星半導体、VLSI工場起工（９月）三星半導体通信、世界３番目で64KDRAMの開発・
生産（12月）




1986年 75才 『湖巖自傳』出版、三星経済研究所発足（７月）、三星電子、世界初４㎜ VTR開発（10月）
1987年 76才 中央日報に「富国論」を６回に渡って寄稿、三星総合技術院 開院（10月）　
1987年11月19日 76才 他界
※ 本年譜は、三星経済研究所編（1989）、李秉喆（1986）、李秉喆（1986）を参照して筆者作成。
